
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
鯖江市中央中学校 

第２学年 

令和８年 

６月３０日（火）発行 

２学年だより

勝ちに不思議の勝ちあり 負けに不思議の負けなし 

夏の訪れを感じる中、先日熱い戦いの火ぶたが切られました。６月１６日から始まった鯖丹地区夏季総合競

技大会。試合では仲間と声を掛け合い、必死にプレーする姿、追い込まれても最後まであきらめないという気

迫、普段の学校生活では見られないような生徒たちの姿も見られ、その様子に大きく心を動かされました。試合

に勝ち、次の試合へと勝ち進むチームがあれば、敗退という結果になったチームもあります。元楽天イーグルス

監督の、故野村克也さんは、プロ野球史における屈指の名打者・名捕手・名監督ですが、多くの名言も残して

います。私が以前目にした本の中に野村さんのこんな言葉がありました。『勝ちに不思議の勝ちあり、負けに不

思議の負けなし』この言葉は野村さん自身が作った言葉ではなく、はるか昔の剣術書 

から引用されたものらしいです。負けるときには何の理由もなく負けるわけではなく、そ 

の試合中に負ける要素がある。試合に勝つためには、負ける要素が何だったのか、どう 

したらその要素が消せるかを考えていく必要がある、という意味です。さらに、勝ったと 

しても、その中には負けにつながる何かがある可能性があり、その場合はたとえ勝てた 

からといって看過してはいけないということです。今回の大会を自分なりに見直し、次 

につながる何かを見つけ、生かしていってほしいと思います。 

また２年生の生徒たちは、今大会での３年生の姿を見て大いに学び、いよいよ自分 

たちの代替わりが近づいてきていることを実感しているのではないでしょうか。先輩に 

頼っていたばかりの自分から、部活動のリーダーそして学校のリーダーへ…今の自分 

に必要なものは何か、何をすべきかを見極めていってほしいです。 

学年主任より 

 



 


